
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[001]樺太演習林に於ける植物生態調査

植村, 恒三郎
九州帝国大学演習林長

田中, 祐一
九州帝国大学演習林助手

https://doi.org/10.15017/14200

出版情報：九州帝国大学農学部演習林報告. 1, pp.1-117, 1931-06. 九州大学農学部附属演習林
バージョン：
権利関係：



IO

第 二 章 樺 太 演 習 林 概 要

第 一 節 位 置

樺太演習林 は邦領樺太 の北部に位 し、北緯四十九度二十五分 乃至 四十 九度三十 分

に亘 り、東西 に長 く、幌内川支流な る保恵川、千輪川の 流域 にして 其面積概測 二萬

五百五町歩な う。

地勢 ま東 よ6西 に高 く、下は所謂 ツン ドラ地帯 よb起6て グ イマツ、 エゾマツ、 ト

ドマツの平地林 とな う、進んで本 演習林の中央 を縦貫す る保惑 、幌登、木菟 の山腹

を占め、更に 此等 高嶺の分水 に ようて 奥地に奮湖沼状の集水遜域 を形威し、幌登、

保悪両 山脈*の 間に流 口を索め保烹川 とな う平地林 を貫流す。 而 して水源地は樺

太中央山彙の連攣毫地 に 及び 邦領樺 太北部 に於ては 各種植物帯 を網羅せる点に於て

代表的森林 な り。

第 二 節 地 質 土 壌

演習林附近の地質 及び 土壌 につ きては既に総説 に於 て大要を述べた るも、更に概

説すれば次の如し。

本演警林 一帯 は往時地殼の鍵蓬 に於 て 多來加濁の陥落 と共に没落せ る地域 に成立

せ る第三紀、第四紀層 に厩 し、奥地及山岳地 は中世層に薦 す。 此第三紀層及び中世

紀層の分界た る幌登、保恵山麓 一帯は含炭 層を露出す。 而 して氷河の存在 した る事

實 は保恵川のU字 形難(窩 眞墾照)山 腹のM・ranenに よら謹す るを得べ し。

ツン ドラ地帯は 渡落 低灘地 に生ぜ る 蘇苔類 の 堆積 せ るものに して 所謂MOorを な

す。森林 地の曝岩 は火 山砕片質頁岩、砂岩 、攣岩、集塊質凝灰岩 よりな う、土壌概 し

て淺 く角礫 多し。 ツン ドラ地帯に近づ くに從ひ不透層 を構成 し水灘 多 くエゾマ ツ、

トドマツの樹勢著 しく劣 るを見 る。

一般 に7-・ ムス の分解遅 く粗7-・ ムス 層 を作6、 総酸量著 し く多 くPH雪 亦甚だ低

く(強 酸度)林 内一般に ポ ドリール を形成す。

菅 保恵川は保恵、幌登雨山の間に於て噺崖を形成す之れ氷河の作用ならん。
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第 三 節 氣 象 一 般

本演習林に於け る一般的氣候及之が 森林生 成に 關連す る状態は・既に総説に述べ

ブ～り。

妓 には済習林 に於け る最近の観測(昭 和 三年 より昭和五年に至 る三ケ年平均)と 演

習林 より東南約十四里を隔 つ る敷香測候駈齪測(明 治四十四年 より大 正十 四年 に到 る

十五 ケ年平均歎にして両槻測所の位 置は170mの 高低差あb)と を比較すべし。尚ほ

特に留意すべ きは 樺太一般 の氣象齪測所は多 く海岸地方 に位 し 海洋 の影響 を受 くる

こと大 なる竜本演習林は 海 を去 ること遠 く比較的森林地帯の氣象 と認め得べ きこご

な りo

第 三 表 保恵作業所観測氣温(擾 氏)(度)

備 考 敷香測候所観測は一日六回観則

保恵作業所観測は午前十時一回襯測なり



12

第 四 表 数香測候所観測氣温(撮 氏)(度)

第 五 表 保 恵 作 業 所 観 測
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第 六 表、 敷 香 観 測 所 観 測

第 七 表 保恵作業所観測天氣日数
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第 入 表 敷香測候所観測天氣日歎
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第 九 表
保 恵 作 業 所 観 測

風向、方向別観測回数及風速
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第 十 表
敷 香 測 候 所 観 測

風向、方向別観測回数及風速


